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こ
こ
で
は
︑る
も
い
地
域
各
地
に
残

る
︑か
つ
て
の
物
流
の
要
で
あ
っ
た
鉄

道
の
廃
線
跡
を
中
心
に
︑そ
の
代
替
交

通
と
な
っ
て
い
る
バ
ス
を
合
わ
せ
て
紹

介
す
る
︒

管
内
に
初
め
て
鉄
道
が
登
場
し
た
の

は
明
治
43︵
１
９
１
０
︶年
︒留
萠
港
へ
の

石
炭
や
木
材
︑海
産
物
等
の
輸
送
の
た

め
深
川
駅
～
留
萠
駅
間
の
留
萠
線
が
開

業
︒の
ち
大
正
10︵
１
９
２
１
︶年
に
留
萠

駅
～
増
毛
駅
間
が
開
業
し
全
線
開
通
し

た
︒ま
た
留
萠
駅
か
ら
北
へ
延
伸
し
た

路
線
は
︑幌
延
駅
か
ら
南
へ
建
設
が
進

め
ら
れ
た
天
塩
線
と
接
続
し
︑羽
幌
線

と
改
称
し
て
昭
和
33︵
１
９
５
８
︶年
に

全
通
し
た
︒

ま
た
︑昭
和
初
期
か
ら
管
内
各
地
で

炭
鉱
が
開
発
さ
れ
る
と
同
時
に
輸
送
用

の
炭
鉱
鉄
道
も
整
備
さ
れ
た
︒留
萠
鉄

道
︑羽
幌
炭
礦
鉄
道
︑天
塩
炭
礦
鉄
道
が

次
々
に
営
業
を
開
始
︒一
部
は
旅
客
営

業
も
行
い
︑留
萠
線
や
羽
幌
線
と
接
続

し
て
︑石
炭
を
満
載
し
た
列
車
が
留
萠

港
へ
と
走
っ
て
い
っ
た
︒

現
在
は
ほ
と
ん
ど
の
鉄
路
が
廃
止
さ

れ
︑残
る
路
線
は
J
R
留
萌
本
線
の
深

川
駅
～
留
萌
駅
間
の
み
︒交
通
手
段
は

バ
ス
へ
と
転
換
さ
れ
︑路
線
跡
に
は
橋

梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
多
く
の
鉄
道
遺
構

が
残
さ
れ
て
い
る
︒

今
も
残
る
廃
線
跡
と

現
役
の
交
通
路
線

産業のあるところに物流あり。るもい地域で水産業や産炭業が栄えると同時にこの地にも鉄路を延ばした鉄道路線は、

明治～昭和にかけて多くのニシンや木材、石炭等、そしてガンガン部隊と呼ばれた行商人や出稼ぎの人 を々乗せて

日本海の沿岸を走り抜けた。各所に残るその遺構を、現代の旅客の要・路線バスで訪ねてみるのはいかがだろう。
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1  国鉄羽幌線路線跡（天塩町）
2  国鉄羽幌線天塩駅跡地（天塩町）
3  国鉄羽幌線橋梁跡（遠別町）
4  国鉄羽幌線第三初山別橋梁跡
　（初山別村）
5  羽幌炭礦鉄道第一築別川橋梁跡
　（羽幌町）
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　（羽幌町）
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9  天塩炭礦鉄道達布駅跡地（小平町）

鉄道ルート
10  天塩炭礦鉄道路線跡
　  （留萌市・小平町）
11  るしんふれ愛パーク
　  （船場公園）（留萌市）
12  留萠鉄道南岸線鉄橋跡
　  （留萌市）
13  留萠鉄道南岸線橋台跡 
　  （留萌市）
14  SL D613（留萌市）
15  増毛駅（増毛町）
A   JR稚内駅（稚内市）
B   蒸気機関車クラウス15号（沼田町）
C   JR旭川駅（旭川市）
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16  遠別バスターミナル（遠別町）
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18  沿岸バス留萌駅前バス待合所
　  （留萌市）

沿岸バスルート
E  沿岸バス豊富営業所（豊富町）
F  道北バス旭川駅前営業所バス
　 のりば（旭川市）
G  札幌駅前バスターミナル（札幌市）
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※このテーマのページでは、「留萌」の「萌」の字を旧地名や鉄道路線名としての旧字の「留萠」と、現代の地名の「留萌」との両方で表記しています。
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※駅名、接続路線名は廃止当時のもの

※（仮）は仮乗降場。駅名、仮乗降場名は廃止当時のもの

※（乗）は乗降場。駅名、乗降場名、接続路線名は廃止当時のもの

（留萠線に接続）

羽
幌
炭
砿
鉄
道
の
三
毛
別
支
線

は
も
と
も
と
、国
鉄
が
羽
幌
線
と
深

名
線
朱
鞠
内
駅
と
の
接
続
路
線「
名

羽
線
」と
し
て
計
画
し
昭
和
37（
１

９
６
２
）年
に
着
工
し
た
路
線
。羽

幌
本
坑
や
上
羽
幌
坑
の
開
坑
に
伴

う
出
炭
量
の
増
加
に
よ
る
羽
幌
線

や
留
萠
線
の
過
密
を
解
消
す
る
た

め
に
計
画
さ
れ
、三
毛
別
よ
り
先
の

予
定
区
間
に
は
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル

な
ど
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
お
り
、羽
幌

炭
砿
閉
山
時
も
名
羽
線
の
工
事
は

凍
結
さ
れ
な
か
っ
た
。正
式
に
継
続

を
断
念
し
た
の
は
平
成
元（
１
９
８

９
）年
に
な
っ
て
か
ら
だ
。

現
在
も
、羽
幌
二
股
ダ
ム
周
辺
に

は
橋
脚
や
橋
梁
、ト
ン
ネ
ル
が
残

り
、フ
ァ
ン
の
間
で
は「
幻
の
鉄
道
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

太
陽
曹
達
に
よ
る
羽
幌
炭
砿
の
開
発
に

伴
い
、昭
和
16（
１
９
４
１
）年
に
築
別
駅

〜
築
別
炭
砿
駅
間
が
営
業
開
始
。昭
和
33

（
１
９
５
８
）年
か
ら
は
旅
客
も
行
い
、曙
〜

羽
幌
坑
を
結
ぶ
三
毛
別
支
線
も
開
業
。鉄

道
開
業
時
か
ら
羽
幌
炭
砿
自
体
も
羽
幌
炭

砿
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営
と
な
り
、本
社

は
札
幌
の
大
五
ビ
ル（
現
存
）に
置
き
札
幌

証
券
取
引
所
に
も
上
場
す
る
大
企
業
で

物流を担い、また地域の人々の貴重な足として、海岸沿い、そして山の奥へとその鉄
路を伸ばしたるもい地域の鉄道路線。役目を終えてなお、大自然の中で存在感を放
ち続けるそれら鉄道遺構の記憶を探す旅に出てみよう。 鉄

道
ル
ー
ト

鉄道
ルート
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「
名
羽
線
」a

め
い 

う

昭
和
2（
１
９
２
７
）年
に
国
鉄
留
萠
線

の
支
線
と
し
て
留
萠
駅
〜
大
椴
駅
間
が
開

通
。昭
和
6（
１
９
３
１
）年
の
古
丹
別
駅

ま
で
の
開
業
後
に
羽
幌
線
と
改
称
さ
れ
、

翌
年
に
は
羽
幌
駅
ま
で
延
伸
。昭
和
10（
１

９
３
５
）年
に
は
天
塩
線
と
し
て
幌
延
駅

〜
天
塩
駅
間
が
開
業
。羽
幌
線
が
遠
別
駅

ま
で
延
伸
し
、天
塩
駅
と
接
続
し
て
全
線

が
羽
幌
線
と
し
て
開
業
し
た
の
は
昭
和
33

（
１
９
５
８
）年
。往
時
は
急
行
列
車「
は
ぼ

ろ
」や「
る
も
い
」も
運
行
し
地
域
住
民
の

足
と
し
て
活
躍
し
た
が
、貨
物
輸
送
量
や

利
用
者
の
減
少
に
よ
り
昭
和
62（
１
９
８

７
）年
、国
鉄
の
分
割
民
営
化
直
前
に
廃

止
。国
鉄
で
の
最
後
の
廃
止
路
線
と
な
っ

た
。旅
客
輸
送
は
沿
岸
バ
ス
へ
と
引
き
継

が
れ
た
。国
道
2
3
2
号
沿
い
に
は
現
在

で
も
橋
台
や
橋
梁
、ト
ン
ネ
ル
、路
盤
跡
が

は
っ
き
り
と
識
別
で
き
る
箇
所
が
多
く
残

り
、ま
た
各
町
村
の
資
料
館
に
は
ゆ
か
り

の
品
が
多
く
展
示
さ
れ
て
い
る
。

沼
田
町
の
幌
新
太
刀
別
川
流
域
に

あ
っ
た
複
数
の
炭
鉱
が
産
出
す
る
石
炭

を
運
搬
す
る
目
的
で
敷
設
さ
れ
た
鉄
道
。

幌
新
地
区
か
ら
恵
比
島
駅
で
国
鉄
留
萠

線
へ
接
続
し
、留
萠
駅
か
ら
臨
港
線
へ
分

岐
し
た
。留
萠
港
へ
の
積
み
出
し
を
担
っ

た
臨
港
線
こ
そ
が
こ
の
鉄
道
の
要
で
あ

り
社
名
の
由
来
で
も
あ
る
。本
社
社
屋
は

恵
比
島
駅
の
そ
ば
に
存
在
し
て
い
た
。昭

和
5（
１
９
３
０
）年
の
炭
鉱
線
の
開
業

後
、同
年
12
月
に
臨
港
線
も
開
業
。南
岸

線
の
終
端
に
は
西
留
萠
駅
、北
岸
線
に
は

北
留
萠
駅
と
仮
古
丹
浜
駅
が
設
置
さ
れ

た
。現
在
、J
R
留
萌
駅
北
側
に
整
備
さ

れ
た「
船
場
公
園
」は
こ
の
臨
港
線
他
各

路
線
が
接
続
し
た
操
車
場
跡
で
あ
り
、留

萌
港
に
は
鉄
橋
や
橋
台
、レ
ー
ル
の
痕
跡

が
残
っ
て
い
る
。沼
田
町
幌
新
の
資
料
館

に
は
留
萠
鉄
道
関
連
の
資
料
や
留
萠
鉄

道
で
活
躍
し
た
蒸
気
機
関
車「
ク
ラ
ウ
ス

15
号
」が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

「
留
萠
」の
名
を
冠
す
も

本
社
は
沼
田
町
に

あ
っ
た
が
、昭
和
45（
１
９
７
０
）年
の
閉

山
に
よ
り
鉄
道
事
業
も
廃
止
。そ
の
後
旅

客
輸
送
事
業
は
沿
岸
バ
ス
に
譲
渡
さ
れ
た
。

戦
時
の
物
資
不
足
で
中
古
品
を
か
き
集

め
て
作
ら
れ
た
橋
梁
は
、見
た
目
で
す
ぐ
に

分
か
る
ほ
ど
段
違
い
に
な
っ
て
い
る
の
が

特
徴
的
。写
真
の
ほ
か
第
四
、第
五
築
別
川

橋
梁
も
残
っ
て
い
る
。羽
幌
町
郷
土
資
料
館

に
は
、駅
名
標
な
ど
様
々
な
資
料
が
残
さ

れ
、ま
た
留
萌
市
の
見
晴
公
園
に
は
、羽
幌

炭
の
輸
送
に
活
躍
し
た
S
L
車
両
が
静
態

展
示
さ
れ
て
い
る
。
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９
６
２
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萠
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８

９
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９
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８
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客
も
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五
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現
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に
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大
企
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で

物流を担い、また地域の人々の貴重な足として、海岸沿い、そして山の奥へとその鉄
路を伸ばしたるもい地域の鉄道路線。役目を終えてなお、大自然の中で存在感を放
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※駅名は廃止当時のもの

生
ま
れ
変
わ
る
増
毛
駅

電話での完全予約制で、利用者を自宅近くまで迎えに
いく形態のデマンドバス。

白地に青と赤のラインが沿岸バスの定番デ
ザイン。特急はぼろ号などでも使われてい
る。
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／
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ト
／
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線
各
駅
停
車

現
在
、
る
も
い
地
域
の
主
要
な
交
通
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
住
民
の
生
活
を
支
え
て
い

る
の
が
、
羽
幌
町
に
本
社
を
置
く
沿
岸
バ

ス
株
式
会
社
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
大
正

15
（
1
9
2
6
）
年
4
月
に
瀧
川
五
郎
吉

と
い
う
人
が
始
め
た
羽
幌
〜
天
塩
間
の
乗

合
旅
客
運
送
事
業
が
始
ま
り
。
旧
国
鉄
羽

幌
線
や
羽
幌
炭
砿
鉄
道
な
き
後
の
旅
客
事

業
を
引
き
継
ぎ
、
守
り
続
け
て
い
る
。

現
在
は
、
2
9
3
㎞
に
も
及
ぶ
札
幌
〜

豊
富
間
を
結
ぶ
国
内
で
も
有
数
の
長
距
離

路
線
「
特
急
は
ぼ
ろ
号
」
や
、
豊
富
留
萌

線
、
留
萌
旭
川
線
と
い
っ
た
都
市
間
路
線

や
、
留
萌
市
内
線
、
羽
幌
町
内
線
の
ほ
か
、

羽
幌
港
連
絡
バ
ス
「
観
音
崎
ら
い
な
号
」

な
ど
を
運
行
し
て
い
る
。
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年
12
月
の
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R
留
萌
本
線
留
萌

〜
増
毛
間
廃
止
に
伴
い
、
鉄
道
駅
と
し
て
の
役
目
を
終
え

た
増
毛
駅
の
駅
舎
が
、
ま
ち
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
る
た
め
、
再
整
備
中
だ
。

　
駅
舎
を
大
正
10
（
1
9
2
1
）
年
の
開
業
当
時
の
姿
に

近
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け
、
そ
の
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き
さ
は
現
在
の
面
積
の
約
2
倍
に
。
歴

史
的
景
観
が
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の
町
並
み
に
馴
染
む
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れ
、
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ス
タ
ー
ミ
ナ
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と
し
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の
機
能
や
写
真
な
ど
を
展

示
す
る
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ペ
ー
ス
も
併
設
す
る
予
定
で
、
ま
ち
の
観
光
拠

点
と
し
て
整
備
さ
れ
る
。

　
平
成
30
年
3
月
ま
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を
行
い
、
一
般
開
放
は
4
月
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ろ
か
ら
を
予
定
。
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に
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ま
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る
増
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を
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み
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待
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も取り壊されてしまった。

留萌市春日町と小平町桑園とを
結ぶ「萌平トンネル」は、廃線後
のトンネルを拡幅流用したもの。
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現在のるもい地域の重要な交通基盤であり、地域の人々にとってなくてはならない
生活の足として活躍する沿岸バス。日本海を横目に、オロロンラインを北へ南へと走
りるもい地域と札幌や旭川、宗谷とを結ぶバスで地域を巡る旅もまたいいものだ。

全てはここから始まった。一部の
路線バスが乗り放題となる広域
周遊切符として2009年度に発
売開始。その「第1シーズン」で萌
えっ子たちが登場以来、毎年登
場キャラが変わりファンの心を
鷲掴みにしている。

二頭身になった萌えっ子たちがあ
しらわれ、2012年から発売開始。
毎年デザイン違いが限定発売さ
れている。沿岸バス本社や各営業
所などで、1個200円（税込）で販
売中（一部完売のデザインあり）。

るもい地域や近郊の地名などから名付けられた、
沿岸バスの「萌えっ子キャラクター」たちが活躍
中。グッズや留萌管内PR動画「オロロンロボ メビ
ウス」のパイロットに起用されるなど、バス会社の
キャラクターを越えた活動を展開している。沿岸
バスHPに全キャラクターを掲載中。

（問い合せ）沿岸バス株式会社
本社／羽幌町南3条2丁目2-2
TEL.0164-62-1550（代）
HP／http://www.engan-bus.co.jp/

羽幌沿海フェリーをモチーフにしたキャラクター
「観音崎らいな」が特急はぼろ号の車体に踊る。

天売・焼尻航路のフェリー乗り場と羽幌本社ター
ミナルを結ぶ、その名も「観音崎らいな号」。

萌えっ子ラッピングバス

羽幌港連絡バス

「萌えっ子キャラクター」たちが
管内各地で活躍中です。

萌え
っ子フリーきっぷ

萌
え
っ

子缶
バッジ

留萠線留萠～増毛間開通と同時の大正10（1921）年11月に
開業した増毛駅（写真は平成28年9月撮影）。
所在地／増毛町弁天町改修後のイメージ図。ホーム跡には彫刻家の五十嵐威暢氏作のモニュメントが

設置される予定。（イメージ図：増毛町提供）
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レールを取り囲むように、通路や広場が設置される予定。（イメージ図：増毛町提供）
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⑰沿岸バス羽幌バスターミナル（羽幌町）

都市間バス

るもい地域と周辺都市を結ぶ沿岸バ
スの路線。札幌からは留萌まで高速道
路経由の便のほか、海沿いを通り増毛
を経由して羽幌までの便もある。最長
の「特急はぼろ号」札幌～豊富間は、乗
車時間なんと約5時間！
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や
小
平
町
の
道
道

1
0
0
6
号
は
、路
線
跡
を
転
用
し
た
も

の
で
あ
る
。

昭
和
36（
１
９
６
１
）年
に
路
線
バ

ス
事
業
免
許
を
取
得
し
た
天
塩
鉄
道

バ
ス
。天
塩
炭
礦
鉄
道
解
散
時
の
昭
和

42（
１
９
６
７
）年
事
業
譲
渡
を
受
け
、

旅
客
輸
送
の
代
替
バ
ス
を
運
行
し
た
。

本
社
は
留
萌
市
。現
在
は
滝
下
〜
達
布

〜
小
平
市
街
を
結
ぶ「
小
平
町
デ
マ
ン

ド
バ
ス
」を
運
行
し
て
い
る
。

て
ん
て
つ
バ
ス

「
天
鉄
」の
代
替
バ
ス

廃線後にはてんてつバスの営業
所が置かれていたが、現在はそれ
も取り壊されてしまった。

留萌市春日町と小平町桑園とを
結ぶ「萌平トンネル」は、廃線後
のトンネルを拡幅流用したもの。

9
達
布
駅
跡
地 

小
平
町
達
布

16
遠
別
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

遠
別
町
本
町
6
丁
目

10
路
線
跡

　 

留
萌
市
・
小
平
町
境

鉄
道
駅
と
し
て
の
役
目
を
終
え

ま
ち
の
新
た
な
観
光
拠
点
に

天
塩
炭
礦
の
石
炭
を

人
石
留
萌
研
究
所
へ
輸
送

留
萠

る
も
い

春
日
町

か
す
が
ち
ょ
う

桜
山

さ
く
ら
や
ま

天
塩
本
郷

て
し
お
ほ
ん
ご
う

沖
内

お
き
な
い

寧
楽

ね
い
ら
く

天
塩
住
吉

て
し
お
す
み
よ
し

達
布

た
っ
ぷ
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現在のるもい地域の重要な交通基盤であり、地域の人々にとってなくてはならない
生活の足として活躍する沿岸バス。日本海を横目に、オロロンラインを北へ南へと走
りるもい地域と札幌や旭川、宗谷とを結ぶバスで地域を巡る旅もまたいいものだ。

全てはここから始まった。一部の
路線バスが乗り放題となる広域
周遊切符として2009年度に発
売開始。その「第1シーズン」で萌
えっ子たちが登場以来、毎年登
場キャラが変わりファンの心を
鷲掴みにしている。

二頭身になった萌えっ子たちがあ
しらわれ、2012年から発売開始。
毎年デザイン違いが限定発売さ
れている。沿岸バス本社や各営業
所などで、1個200円（税込）で販
売中（一部完売のデザインあり）。

るもい地域や近郊の地名などから名付けられた、
沿岸バスの「萌えっ子キャラクター」たちが活躍
中。グッズや留萌管内PR動画「オロロンロボ メビ
ウス」のパイロットに起用されるなど、バス会社の
キャラクターを越えた活動を展開している。沿岸
バスHPに全キャラクターを掲載中。

（問い合せ）沿岸バス株式会社
本社／羽幌町南3条2丁目2-2
TEL.0164-62-1550（代）
HP／http://www.engan-bus.co.jp/

羽幌沿海フェリーをモチーフにしたキャラクター
「観音崎らいな」が特急はぼろ号の車体に踊る。

天売・焼尻航路のフェリー乗り場と羽幌本社ター
ミナルを結ぶ、その名も「観音崎らいな号」。

萌えっ子ラッピングバス

羽幌港連絡バス

「萌えっ子キャラクター」たちが
管内各地で活躍中です。

萌え
っ子フリーきっぷ

萌
え
っ

子缶
バッジ

留萠線留萠～増毛間開通と同時の大正10（1921）年11月に
開業した増毛駅（写真は平成28年9月撮影）。
所在地／増毛町弁天町改修後のイメージ図。ホーム跡には彫刻家の五十嵐威暢氏作のモニュメントが

設置される予定。（イメージ図：増毛町提供）

る
も
い
地
域 

鉄
道
・バ
ス
旅

レールを取り囲むように、通路や広場が設置される予定。（イメージ図：増毛町提供）

沿岸バス
ルート

Ru m o i  A r e a

JourneyRailway&Bus

国
鉄
羽
幌
線
遠
別
駅
の
跡
地
に
建
つ
。

ほ
か
に
も
羽
幌
や
初
山
別
も
、
羽
幌
線
の

駅
跡
地
を
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
利
用

し
て
い
る
。

⑯遠別バスターミナル（遠別町）

17
沿
岸
バ
ス

羽
幌
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

羽
幌
町
南
7
条
4
丁
目
22-

1

国
鉄
羽
幌
線
羽
幌
駅
の
跡
地
。
こ
の
ほ

か
、
本
社
・
本
社
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
羽

幌
町
南
3
条
2
丁
目
2-

2
に
位
置
し
て

い
る
。

18
沿
岸
バ
ス

留
萌
駅
前
バ
ス
待
合
所 

留
萌
市
栄
町
1
丁
目
62-

2

こ
の
待
合
所
と
本
社
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
遠
別
営
業
所
、
豊
富
営
業
所
で
下
記

の
缶
バ
ッ
ジ
を
販
売
中
。

⑰沿岸バス羽幌バスターミナル（羽幌町）

都市間バス

るもい地域と周辺都市を結ぶ沿岸バ
スの路線。札幌からは留萌まで高速道
路経由の便のほか、海沿いを通り増毛
を経由して羽幌までの便もある。最長
の「特急はぼろ号」札幌～豊富間は、乗
車時間なんと約5時間！

沿岸バス 路線図
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